
■■日日本本社社会会をを通通じじてて、、先先進進社社会会ににおおけけるるジジェェンンダダーー格格差差をを考考察察すするる

日本では大きなジェンダー格差が社会問題となっています。そこで社会学ではジェンダー格差を生み出す
社会構造に注目します。性別役割分業と、柔軟な働き方に対する否定的な評価（flexibility stigma）がそ
の一例です。男性は主に有償労働を担い、女性は主に子育てを担うあり方を性別役割分業といいます。この
分業が生じる背景には、産業社会の雇用主が賃労働者の長時間労働を要求し、その対価として経済的資源を
配分するという点があります。その背後には長時間労働を支える存在、つまり家庭で家事労働や育児を行う
存在が暗黙的に前提されています。いくら柔軟な働き方を促す法制度が整備されていても、長時間勤務が基
本的な働き方になっている環境で、労働者はその権利を行使しにくくなります。また、「男性より女性の方
が子育てに向いている」という意識が強い社会ほど、男性は育児休暇や短時間勤務制度を使いにくくなりま
す。日本はこれらの理論的視点を検討するうえで重要な事例と言えます。そのため、本研究室では日本を分
析することで、先進社会におけるジェンダー格差の解明に役立つ知見を提供することを目指しています。

■■計計量量社社会会学学をを通通じじてて、、ジジェェンンダダーー格格差差をを可可視視化化すするる

本研究室では大規模な社会調査をもとに統計
分析を行っています。図１は、日本における専
門職労働者の週間労働時間を、性別と未就学児
の有無別に予測した数値を表しています。男性
は未就学児以外の子ども（6歳以上）がいる場合、
子どもがいない場合、未就学児がいる場合の順
に労働時間が長く、いずれも45時間を超えてい
ます。一方、女性では、子どもがいない場合に
労働時間が最も長く、未就学児以外の子どもが
いる場合に次いで、未就学児がいる場合に労働
時間が短くなります。まとめると、専門職の中
で子育ては主に女性が担っており、女性は子育
てのために労働時間を減らす一方、男性は子ど
もの成長に伴って残業時間を増やすというパタ
ーンが見られます。

現代社会では女性の高学歴化や社会進出が進んでいます。一方で、キャリア形成に
おける男女差は未だに大きく、家事や子育ては主に女性が担っており、女性労働者は
仕事と育児の二重負担を抱えています。このような背景の下、本研究室では大規模な
社会調査データの統計分析をもとに、日本女性の職業、育児、家族に焦点を当て、
ジェンダー不平等の原因や人々の仕事と家庭の両立を阻む要因の解明に努めています。

女女性性のの働働きき方方ととジジェェンンダダーー平平等等
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図１ 専門職労働者の週間労働時間

（LEE, Hansol, 2026, International Sociological 
Association Research Committee 28 Spring 
Meeting, Spain Seville, 学会発表資料より抜粋）
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研究分野 ：言語学、言語処理、中国語教育

日日本本語語モモダダリリテティィとと中中国国語語モモダダリリテティィのの対対照照研研究究

■■研究課題（研究概要）
言語処理の視点からは、文（sentence）は客観事実を表す部分（命題）とその客観事実

を伝える際に話者が加えた付加情報の部分（モダリティ）から成り立っている。命題につ
いては日本語及び中国語から大量の言語データをもとにその意味を記述する意味構造を明
らかにする。モダリティについては、まず分類を行い、日本語モダリティと中国語モダリ
ティの対照研究を行う。
近年は、中国語動詞の分類や否定表現、可能表現そしてデジタル文法論に重点を置き、

研究を行っている。また教材づくりにも着手をしている。

研究業績等（概要）
論文
1988.10 ECAT-P英中自動翻訳システム」『情報科学』
2002.10「動詞の周期性及びその周辺」 『現代中国語研究』
2018.6  On the Trace in“ba”Sentences and Its Pedagogical Effect.. Applied Chinese Language Studies IX. 
London. pp50-56.
計32篇
学会発表：
2007.10.28. 「動詞の周期から見る了１と了２ 」 日本中国語学会
計9篇
国際学会発表
2019.8 11th  Asia-Pacific Consortium of Teaching Chinese as an International Language 
アジア太平洋地域国際中国語教育学会シンガポール南洋理工大学. 『怎样解释“只”与“只是”的区别？』

計12篇
著書
1999.4 「中国語を楽しもう」呉凌非 郁文堂
2000.12 「日本語の語彙・文法」共著、くろしお出版
2004.1 「大学生のための基礎中国語」呉凌非 郁文堂
2010.4 「ジョイフル中国語」呉凌非 郁文堂
2012.4  「ジョイフル中国語」初級編 呉凌非 郁文堂
2015.6  『漢語独特性研究と探索』共著 学林出版社（中国上海）
翻訳
1993.4 Situational Functional Japanese Vol.Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ. 呉凌非 筑波大学ランゲージグループ
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